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さいたま市男女共同参画推進事業者表彰式を開催しました

清水勇人市長から、表彰状が贈呈されました。

表彰式の後、清水市長を交えて歓談しました。

令和2年11月16日（月）　さいたま市役所　市長室

平成29年度より、ワーク・ライフ・バランスの推進など男女がともに働きやすい職場づ
くりに向けて積極的に取り組んでいる従業員300人以下の事業者を「さいたま市男女共同参
画推進事業者」として表彰しています。令和2年度は、以下の2事業者が表彰されました。

さいたま市男女共同参画推進事業者及び取組事例令和2年度

大宮区仲町　株式会社メディカル情報サービス
⃝�全社員が育児・介護制度を取得しやすく、職場復帰しやすい環境づくりや社内規定に基
づく制度の周知を実施

⃝代表取締役から全社員にニューノーマルな社会への適応の推進を発信
⃝�子が小学校就学終期に達するまで、所定労働時間短縮勤務、時差勤務、在宅勤務を利用
した勤務が可能

⃝�育児休業期間中の代替要員の確保及び継続雇用の実施（6ヶ月以上勤務した派遣社員等の
正社員への登用）

⃝全社員を対象としたテレワークの推進・実施　等

桜区西堀　株式会社カタヤマ
⃝代表取締役から全社員に対して育児休業制度の利用を周知
⃝担当現場の完成後に長期有給休暇を奨励し、有給休暇取得率向上を推進
⃝女性が活躍できる環境づくりの一環として、建設ディレクター職を設置
⃝妊娠中および出産後の労働者の健康管理や相談窓口を総務部に設置
⃝社内に「ハラスメント相談窓口」を設置　等

多様性の社会でお互いを理解し尊重する

当時、自衛隊OBで市議会議員を務めてい
た先輩からの声掛けにより市議会議員を目
指しました。自分自身、政治の世界は未知
の世界であり不安も多い反面、新たな世界に飛び込む好奇心でワ
クワクした気持ちもありました。家族は夫と中高校生の子供たち
3人の5人家族でしたが、私の決心については反対しませんでした。

With Youさいたまの女性リーダー養成講座に出席した際、「避
難所運営に男女共同参画の視点が欠落すると大変な事になる」「男
性と女性が協力する事で問題解決が容易になる」事を啓発するイ
ラスト付き資料を作成しました。これは、埼玉県作成
の※1『男女共同参画の視点を取り入れた「みんなが安心
できる避難所運営」のすすめ』というパンフレットにも
採用され、様々な自治体、企業に活用していただきま
した。

今でも社会の意思決定の場には「固定的性別役割分担意識」に
凝り固まった人が多くいますが、それが解消されれば「女性議員」
は自然に増えると思います。これからの社会は「男性」が「女性」が
ではなく、多様性の社会になります。様々な立場の人たちが、お
互いを理解し尊重し合いながら生きていく社会を目指すべきと考
えます。

和光市議会議員

内山　恵子 氏

女性などの声も反映し住みやすい社会へ

2017年の夏、夫が突然の激しい頭痛と
高熱で緊急入院となり、そのまま1年以上
の闘病が続きました。当時子どもは2歳と
5 歳で、誰に預けて病院に行けばいいのか、福祉の支援の申
請の仕方も分からないし、何より本当にお金がない、という経
験をしたことで、誰がいつ「困った」状態になっても、みんなで
支えあえる仕組みが必要だと痛感しました。友人とまちづくり
の活動をしていたこともあり、また職業の選択として、議員へ
の立候補を決めました。

政治家として活動する中で、当事者の声を伝えることは本
当に大切なことです。私自身子育て中なので、例えばコロナ
禍の突然の休校は本当に困りましたし、友人たちからもたくさ
んの声が届きました。特に、学校とのやりとりがほとんどでき
なかったことに関してみんな疑問を持っていたので、「休校中
の子どもたちの過ごし方」についてアンケートを作成したとこ
ろ263件もの回答が集まり、再開後の要望を含め教育委員会
に提出、学校生活に活かしてもらうということを行いました。
みんなが住みやすい社会になるためには、色々な人の声が必
要で、そのためにも女性議員の数がもっと増えることが大切
だと感じています。

羽生市議会議員

齋藤万紀子 氏

「女性の政治への参画が社会にもたらす影響について」（女性議員にきいてみました）
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